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3
北陸新幹線試乗会参加者を迎えた「信州力」と
長野興農㈱オリジナルキャラクター「あっぷりん」

A-Front�
農林水産大臣賞を栁澤源太郎氏（アルストロメリア）が受賞
～「第46回 信州フラワーショー ウィンターセレクション」開催～

A-Reports�
・ＪＡ長野県ＬＰガスの小売モデル事業がスタート
　～ＪＡ全農長野クミアイプロパン松本センター・２月１日稼動～

・野菜ソムリエKAORUの冬野菜de美人レシピ
　〜銀座NAGANOから長野県の新たな魅力を発信〜
・おいしい畜産料理やデザートで和やかに交流
　～「信州の畜産・酪農家との交流会2015」を開催～

特　集
平成27年度 事業計画骨子



Ⅰ　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
基
本
理
念　
　

　

会
員
Ｊ
Ａ
と
の
一
体
的
な
事
業
運
営
に

よ
り
、
生
産
販
売
か
ら
購
買
ま
で
一
貫
す

る
総
合
経
済
事
業
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
組
合

員
の
営
農
と
生
活
の
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

Ⅱ　

基
本
方
針　

１
． 

国
内
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
消

費
の
減
退
と
輸
入
農
畜
産
物
の
増
加

等
に
よ
り
、
国
内
農
畜
産
物
の
販
売
・

生
産
・
流
通
な
ど
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
面
で
は
、

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
、
小
規
模
農
家

と
大
規
模
経
営
の
二
極
化
、
企
業
の
農

業
参
入
な
ど
生
産
構
造
は
大
き
く
変

化
し
つつ
あ
り
ま
す
。
更
に
、
海
外
原

料
の
世
界
的
需
要
増
大
と
円
安
に
よ

る
肥
料
・
飼
料
・
燃
料
価
格
の
高
止
ま

り
状
態
は
、
生
産
コ
ス
ト
圧
縮
の
阻
害

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
農
家
経
営
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

２
． 

農
政
で
は
、
昨
年
政
府
が
決
定
し
た

米
の
生
産
調
整
の
見
直
し
の
導
入
以
前

に
、
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
水

田
農
業
の
担
い
手
に
大
き
な
影
響
を
与

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
日

本
農
業
に
壊
滅
的
な
影
響
を
与
え
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
、
十
分
な
情
報
開
示
も

な
く
粛
々
と
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
規
制
改

革
実
施
計
画
に
お
い
て
は
、
今
後
５
年

間
を
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
と
し

て
農
業
協
同
組
合
の
見
直
し
を
求
め
て

い
ま
す
が
、
県
域
に
根
ざ
し
た
事
業
運

営
の
観
点
か
ら
の
自
己
改
革
に
取
り
組

み
ま
す
。

３
． 

長
野
県
本
部
は
、「
中
期
事
業
計
画（
平

成
25
〜
27
年
度
）」
及
び
「
中
期
事
業

ビ
ジ
ョン
」
を
基
本
に
、
農
家
組
合
員

の
経
営
安
定
と
農
業
生
産
基
盤
の
維

持
に
向
け
事
業
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
27
年
度
は
、
中
期
事
業
計
画
の

最
終
年
度
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
と
の
一
体
的

事
業
展
開
の
更
な
る
前
進
に
よ
り
、
Ｊ

Ａ
経
済
事
業
の
競
争
力
強
化
と
収
支

改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
組

合
員
の
営
農
と
く
ら
し
を
守
る
事
業
の

実
践
に
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

４
． 

更
に
、
県
本
部
グ
ル
ー
プ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

体
制
の
再
構
築
、
県
本
部
総
合
経
営

管
理
制
の
強
化
に
よ
り
、
部
門
別
事

業
競
争
力
強
化
と
経
営
基
盤
の
確
立

を
は
か
り
、
県
域
結
集
の
拡
大
と
結

集
成
果
を
反
映
し
た
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ

の
メ
リ
ッ
ト
還
元
に
努
め
ま
す
。

【
事
業
運
営
の
基
本
目
標
】

１
． 

長
野
県
農
業
の
生
産
基
盤
強
化
と
信

州
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

２
． 

営
業
力
強
化
に
よ
る
顧
客
確
保
と
生

産
流
通
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
生
産
者
手

取
り
最
大
化

３
． Ｊ
Ａ
と
の
一
体
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
生
活
事

業
の
競
争
力
強
化
と
経
営
収
支
の
確

立

【
経
営
管
理
の
基
本
】

磐
石
な
経
営
管
理
体
制
の
確
立

Ⅲ　

経
営
方
針

１
． 

総
供
給
販
売
高
計
画　
　
　
　
　
　

２
，
７
１
１
億
円

27
年
度
計
画

　

生
産
販
売
部 

１
，
５
１
３
億
円

　

生
産
購
買
部 

３
８
１
億
円

　

畜
産
酪
農
部 

３
０
０
億
円

　

生
活
部 

５
１
７
億
円

　

※ 

総
供
給
販
売
高
に
は
内
部
販
売
32
億

円
を
含
む

２
．
税
引
前
当
期
利
益

　
　

 

３
億
２
千
万
円（
税
引
後
１
億
９
千
万

円
）
と
し
ま
す
。

３
．
奨
励
施
策

　
　

 

施
策
の
選
択
と
集
中
を
は
か
り
、
経

済
事
業
改
革
等
の
取
り
組
み
に
よ
る

事
業
基
盤
の
確
立
と
担
い
手
総
合
支

援
対
策
に
資
す
る
戦
略
的
・
重
点
的

な
事
業
奨
励
と
し
ま
す
。

４
．
事
業
管
理
費

　
　

 

業
務
の
効
率
化
に
よ
る
事
業
運
営
経

費
お
よ
び
総
人
件
費
の
精
査
に
よ
り

事
業
管
理
費
の
圧
縮
に
努
め
ま
す
。

５
．
機
構
・
要
員

　
　

 

Ｊ
Ａ
と
の
一
体
的
な
事
業
運
営
・
農

業
生
産
基
盤
強
化
・
販
売
力
強
化
等

の
確
実
な
実
践
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
と
の

人
事
交
流
も
含
め
効
率
的
な
事
業
体

制
と
機
能
発
揮
に
向
け
た
機
構
・
要

員
配
置
と
し
ま
す
。

６
．
施
設
投
資
・
外
部
出
資

　
　

 

財
務
の
健
全
性
を
基
本
に
置
き
、
事

業
の
将
来
展
望
・
戦
略
性
及
び
必
要

性
・
費
用
対
効
果
・
緊
急
性
を
十
分

検
討
し
、投
資
回
収
基
準（
3
年
単
黒
、

5
年
累
損
解
消
、
10
年
投
資
回
収
）

に
沿
って
す
す
め
ま
す
。

Ⅳ　

事
業
方
針

１
．
Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
事
業

⑴ 

農
業
所
得
ア
ッ
プ
と
地
域
農
業
振
興
を

実
現
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
践
や
、
地
域
に
お
け
る
農
業
政
策

フ
ル
活
用
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ

出
資
農
業
法
人
の
設
立
促
進
、
水
田
フ

ル
活
用
、
飼
料
用
米
への
取
組
み
な
ど
地

域
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る
生
産
基
盤

の
維
持
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵ 

生
産
者
手
取
り
最
大
化
に
向
け
、
早
期

多
収
技
術
や
省
力
化
栽
培
の
開
発
普
及

や
生
産
安
定
対
策
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
園
地
リ
ー
ス
な
ど
に
よ
る
経
営
継
承

対
策
を
促
進
し
、
生
産
基
盤
の
高
度
化

対
策
に
よ
る
園
芸
産
地
の
活
性
化
に
関

係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

⑶ 

新
た
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
集
落

営
農
組
織
の
法
人
化
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
担
い
手
に
対
す
る
農
業
経
営
管

理
支
援
に
よ
る
農
業
経
営
改
善
と
、
中

心
的
な
担
い
手
に
向
け
た
出
向
く
体
制

に
よ
る
対
応
力
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑷ 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
生
産
体
制
の
確
立
等
に

よ
り
、
消
費
者
よ
り
信
頼
さ
れ
る
産
地

づ
く
り
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
生
産

者
の
健
康
と
生
活
を
守
る
農
作
業
事
故

の
撲
滅
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸ 

営
農
技
術
員
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
新
設

し
、
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
体
制
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
や
、
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
営
農

指
導
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
て
ア
ク
シ
ョン
プ
ロ
グ
ラ
ム（
技
術

員
統
一
募
集
の
準
備
な
ど
）
を
実
行
す

る
と
と
も
に
、
新
技
術
対
策
を
中
心
に

品
目
別
研
修
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

２
．
生
産
販
売
事
業

⑴ マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ
く
品
目
提
案
と

基
本
計
画
に
基
づ
い
た
他
品
目
と
の
複

合
経
営
誘
導
に
よ
る
適
正
生
産
を
推
進

し
、
生
産
基
盤
の
維
持
強
化
を
は
か
り

ま
す
。

⑵ 

生
産
者
規
模
に
応
じ
た
販
売
提
案
や
規

格
等
級
の
簡
素
化
を
す
す
め
、
系
統
集

荷
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

⑶ 

多
様
な
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
実
需
者
へ
の
営

業
力
強
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
総

合
品
目
供
給
対
応
に
よ
り
販
売
力
強
化

を
す
す
め
ま
す
。

⑷ 

卸
売
市
場
流
通
の
変
革
に
伴
い
、
長
野

県
農
産
物
供
給
市
場
の
拠
点
化
と
分
荷

調
整
機
能
の
発
揮
に
よ
り
価
格
形
成
力

強
化
を
は
か
り
ま
す
。

⑸ 

長
野
米
共
同
計
算
を
柱
と
し
、
系
統
結

集
強
化
と
実
需
者
に
直
結
し
た
長
野
米

の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
生
産
購
買
事
業

⑴ 

生
産
購
買
事
業
は
、
系
統
結
集
に
よ
る

仕
入
機
能
の
強
化
と
安
定
供
給
を
基
本

と
し
て
、
農
家
組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

競
争
力
あ
る
製
品
の
開
発
・
供
給
を
す

す
め
ま
す
。
ま
た
、
県
域
受
託
物
流
及

び
Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
運
営
の
合
理
化
・
高

度
化
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
Ｊ
Ａ
生

産
資
材
価
格
の
更
な
る
低
減
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
に
よ
る
担

い
手
対
応
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵ 

包
装
資
材
事
業
は
、
販
売
事
業
と
連
携

し
た
予
約
購
買
な
ら
び
に
流
通
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
包
材
提
案
お
よ
び
低
コ
ス
ト

化
を
積
極
的
に
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、

青
果
物
包
装
に
お
け
る
安
全
性
と
品
質

に
配
慮
し
た
資
材
の
安
定
供
給
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑶ 

生
産
資
材
事
業
は
、
Ｊ
Ａ
・
県
域
一
体

と
な
って
農
家
需
要
の
予
約
積
み
上
げ
を

強
化
す
る
と
と
も
に
計
画
的
な
供
給
を

す
す
め
、
低
コ
ス
ト
資
材
の
開
発
・
普
及

に
よ
り
生
産
コ
ス
ト
削
減
を
は
か
り
ま

す
。
ま
た
、
大
規
模
農
家
・
法
人
へ
の

推
進
を
強
化
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
提

案
を
行
う
と
と
も
に
利
用
者
メ
リ
ッ
ト
の

実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑷ 

農
業
機
械
事
業
は
、
価
格
交
渉
力
の
強

化
・
独
自
型
式
の
取
扱
拡
大
に
よ
り
競

争
力
の
強
化
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、

中
古
農
機
の
流
通
促
進
・
安
定
的
な
部

品
供
給
に
よ
り
コ
ス
ト
低
減
を
は
か
り

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
別
農
機
事
業
総
点

検
を
実
施
し
、
事
業
強
化
と
収
支
改
善

に
向
け
た
提
案
活
動
を
す
す
め
ま
す
。
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全
農
長
野
県
本
部
と
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
花

き
専
門
委
員
会
は
１
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮
、

Ｊ
Ａ
南
信
会
館（
伊
那
市
）に
お
い
て「
第

46
回 

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー 

ウ
ィ
ン
タ
ー

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨

年
の
雪
害
に
よ
る
施
設
の
被
害
に
加
え
、

夏
の
天
候
不
順
や
円
安
に
よ
る
資
材
等
の

高
騰
な
ど
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

生
産
者
・
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
３
９
１

点（
昨
年
４
１
６
点
）が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
関
東
・
中
京
・
関
西
の
花
き
卸

売
市
場
及
び
県
内
関
係
機
関
代
表
の
審
査

員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、本
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

審
査
要
領
に
基
づ
く
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

合
計
40
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
栁
澤
源

太
郎
氏
（
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
）
の
ア
ル
ス
ト

ロ
メ
リ
ア
「
サ
ン
マ
リ
ノ
」
は
、「
花
首

の
長
さ
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
市
場
性

が
高
い
。
結
束
方
法
も
優
れ
て
お
り
ま
と

ま
り
が
良
く
気
品
が
あ
る
」
と
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
全

出
品
数
の
6
割
以
上（
2
4
6
点
）を
占
め
、

全
体
的
に
発
色
が
良
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
も

あ
り
、
見
栄
え
の
良
い
も
の
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
各
色
と
も
大
輪
系
の
品

種
が
多
く
出
品
さ
れ
た
た
め
一
層
華
や
か

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

関
東
農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
た
大
平
正

彦
氏（
Ｊ
Ａ
み
な
み
信
州
）
の
ダ
リ
ア「
マ

ル
コ
ム
ズ
ホ
ワ
イ
ト
」
は
、
大
輪
で
非
常

に
見
栄
え
の
す
る
素
晴
ら
し
さ
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
ダ
リ
ア
は
32
点
が
出
品
さ
れ

て
お
り
、
花
の
大
き
さ
や
花
色
の
多
様
化

に
よ
り
、
存
在
感
が
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
ダ
リ
ア
と
並
び

長
野
県
が
生
産
量
第
一
位
で
あ
る
ア
ネ
モ

ネ
は
、
47
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
従

来
か
ら
の
品
種
「
モ
ナ
リ
ザ
」
に
加
え
、

新
品
種「
ミ
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
ス
」も
加
わ
り
、

多
様
に
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
花
木
類

は
レ
ン
ギ
ョ
ウ
や
サ
ク
ラ
な
ど
39
点
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、Ｌ
Ａ
ユ
リ
、キ
ン
ギ
ョ

ソ
ウ
、
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
な
ど
、
冬
期
に

も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
品
目
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
公
開
で
は
、
種
苗
会
社
・
資
材
会

社
の
協
力
に
よ
り
、
各
社
の
推
奨
品
目
・

品
種
・
資
材
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
装
飾
や
販
売
用

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
県
内
生
産
者
が
手

掛
け
、
来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

小
学
生
向
け
の
花
育
と
し
て
、
長
野
県

花
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
と
連

携
し
た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
上
伊
那
の
職
員
を
講
師
に

迎
え
、
生
産
者
に
補
助
講
師
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
花
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流

の
機
会
を
設

け
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た

花
の
見
学
も

し
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
、

早
速
お
礼
の

手
紙
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
を
通
し
て
「
栽

培
技
術
を
競
い
、
技
術
の
向
上
と
本
県
花

き
産
業
の
振
興
を
図
る
」
と
い
う
信
州
フ

ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
の
皆
様

に
長
野
県
産
切
り
花
の
高
い
品
質
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
鮮
度
の
良
い
産
地
直
送
の

切
り
花
を
販
売
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
活
用
し
、
花
き

類
の
生
産
振
興
と
消
費
拡
大
を
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

 

（
野
菜
花
き
課
）

協
同
経
営
は
、
重
点
購
買
と
業
務
の
標

準
化
・
合
理
化
を
一
層
す
す
め
、
収
支

確
立
と
組
合
員
満
足
度
の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

⑸ 

施
設
住
宅
事
業
は
、
施
主
代
行
を
事
業

の
基
本
と
し
た
提
案
型
の
事
業
推
進
を

行
い
、
耐
震
・
省
エ
ネ
・
福
祉
関
連
施
設

の
設
計
管
理
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

農
業
施
設
の
高
度
化
・
統
廃
合
を
進
め

る
と
と
も
に
、
組
合
員
の
土
地
活
用
支

援
と
住
環
境
改
善
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

４
．
畜
産
酪
農
事
業

⑴ 

関
係
機
関
と
連
携
し
た
生
産
性
向
上
対

策
と
販
売
力
の
強
化
に
よ
り
、
農
家
経

営
の
安
定
を
は
か
り
ま
す
。

⑵ 

素
畜
（
子
豚
、
素
牛
、
初
妊
牛
）
確
保

の
た
め
に
、
県
本
部
牧
場
・
S
P
F
豚

繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
供
給
体
制
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
J
A
と
連
携
し
、
受
精

卵
移
植
・
性
判
別
精
液
の
活
用
等
に
よ

り
生
産
拡
大
を
は
か
り
ま
す
。

⑶ 

販
社
等
と
連
携
し
販
路
の
拡
充
や
新
商

品
の
開
発
に
積
極
的
に
取
組
み
、
信
州

産
畜
産
酪
農
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化

し
ま
す
。

⑷ 

飼
料
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
飼
料
用
米
の

地
域
内
流
通
の
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸ 

県
下
各
地
区
の
畜
産
酪
農
指
導
体
制
の

整
備
に
取
り
組
み
、
専
門
指
導
体
制
を

強
化
し
ま
す
。

５
．
生
活
事
業

⑴ 

石
油
卸
事
業
は
、
系
統
結
集
に
よ
る
仕

入
強
化
と
安
定
供
給
確
保
の
た
め
の
仕

入
ル
ー
ト
多
元
化
と
物
流
体
制
効
率
化

に
取
り
組
み
ま
す
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
は
、

Ｊ
Ａ
小
売
事
業
と
保
安
体
制
の
支
援
に

よ
り
運
営
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
小
売
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
て

事
業
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵ 

Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
事
業
は
、
お
客
様
視
点

に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
Ｊ
Ａ
ら
し

い
魅
力
あ
る
事
業
展
開
を
は
か
り
、
地

域
の
組
合
員
な
ら
び
に
利
用
者
に
愛
さ

れ
る
店
舗
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｓ
競
争
力
強
化
の
実
践
と
経
営
収
支

の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶ 

自
動
車
事
業
は
、
営
農
車
を
基
軸
に
小

ま
め
な
推
進
方
策
を
展
開
し
、
㈱
ジェ
イ

エ
イ
オ
ー
ト
長
野
を
核
と
し
た
事
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
（
中
古
車
・
整
備
）
を
前

進
さ
せ
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
・
子
会
社
の
経
営
自
立

に
向
け
た
事
業
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

⑷ 

宅
配
事
業
は
、
総
合
的
な
検
証
の
う
え

効
率
的
な
事
業
体
制
に
見
直
す
と
と
も

に
、
Ｊ
Ａ
宅
配
の
強
み
で
あ
る
「
お
ま

か
せ
コ
ー
ス
」
を
主
と
し
た
新
規
顧
客
の

獲
得
に
よ
る
会
員
数
維
持
に
努
め
ま
す
。

組
織
購
買
事
業
は
、
組
合
員
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
た
品
目
を
提
案
し
、
Ｊ
Ａ
組
織

力
を
活
か
し
た
事
業
展
開
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
生
活
物
流
体
制
の
再
編

を
す
す
め
ま
す
。

⑸ 

家
庭
薬
事
業
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態

勢
の
維
持
と
配
置
員
の
推
進
力
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
強
化

に
よ
り
新
規
配
置
等
の
普
及
に
努
め
ま

す
。
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
は
、
家
族
葬
な
ど

時
代
環
境
に
対
応
し
た
事
業
展
開
に
努

め
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
の
専
門
子
会
社
化・

県
域
と
の
共
同
運
営
化
及
び
Ｊ
Ａ
虹
の

ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
事
業
強
化
を
す

す
め
ま
す
。

６
．
経
営
管
理

⑴ 

県
域
結
集
と
事
業
競
争
力
の
強
化
に
よ

る
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ
の
メ
リ
ッ
ト
還
元
を

基
本
と
す
る
長
野
県
本
部
総
合
経
営
管

理
制
を
堅
持
し
ま
す
。

⑵ 

事
業
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
県
本
部

機
能
に
見
合
う
部
門
別
収
支
の
検
証
と

見
直
し
を
行
い
、
経
営
の
安
定
化
を
は

か
り
ま
す
。

⑶ 

全
農
グ
ル
ー
プ
統
一
の
一
斉
事
業
点
検

や
県
本
部
独
自
の
業
務
点
検
の
実
施
に

よ
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
と
「
重

点
管
理
す
べ
き
リ
ス
ク
」（
①
食
品
表
示

②
現
金
管
理
③
棚
卸
管
理
④
法
令
違
反

⑤
労
務
管
理
⑥
交
通
事
故
・
違
反
）
の

未
然
防
止
を
は
か
り
ま
す
。

⑷ 

総
合
経
営
管
理
制
を
担
う
多
様
な
雇
用

形
態
に
よ
る
業
務
体
制
を
維
持
す
る
と

と
も
に
、
職
員
の
能
力
開
発
・
育
成
を

は
か
り
、
Ｊ
Ａ
と
の
一
体
的
事
業
遂
行

の
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
年
齢
構
成

に
よ
る
要
員
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

⑸ 

総
人
件
費
や
固
定
資
産
管
理
経
費
等
の

事
業
管
理
費
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、

各
種
団
体
負
担
金
な
ど
の
見
直
し
を
継

続
し
、
管
理
コ
ス
ト
節
減
に
努
め
ま
す
。

⑹ 

子
会
社
は
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に

よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
一
層
の

強
化
と
県
域
で
の
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
補
完

機
能
の
強
化
を
す
す
め
、
健
全
経
営
を

基
本
と
し
た
経
営
管
理
を
行
い
ま
す
。

平成27年度事業計画骨子

氏
名

J
A
名

品
目
名

品
種
名

農
林
水
産
大
臣
賞

栁

澤

源

太

郎

信
州
諏
訪
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
サ
ン
マ
リ
ノ

農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

大

平
　

正

彦
み
な
み
信
州

ダ
リ
ア

マ
ル
コ
ム
ズ
ホ
ワ
イ
ト

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
長
賞
㈲
信
州
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

上
伊
那
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
バ
リ

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞

小

笠

原

秀

樹

上
伊
那
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
マ
ッ
サ

上

原
　

亮

一

信
州
諏
訪
ア
ネ
モ
ネ

ミ
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
ス

長
野
県
知
事
賞

飯

島
　

俊

英

上
伊
那
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
サ
プ
ラ
イ
ズ

木

下

真

太

郎
み
な
み
信
州

ダ
リ
ア

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｅ
マ
ジ
ッ
ク

唐

澤
　

　

勲

上
伊
那
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ア
レ
ク
シ
ア

酒

井
　

弘

道

上
伊
那
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
リ
ス
ボ
ン

日
本
花
き
卸
売
市
場
協
会
長
賞

古

畑
　

雅

一

上
伊
那
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ア
バ
ラ
ン
ジ
ェ

伊

藤
　

幸

徳

信
州
諏
訪
ア
ネ
モ
ネ

モ
ナ
リ
ザ

第
₄₆
回 

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー 

ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
入
賞
者 

（
敬
称
略
）

 

（
一
部
抜
粋
）

農
林
水
産
大
臣
賞
を
栁
澤
源
太
郎
氏

（
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
）が
受
賞

〜「
第
46
回 

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー 

ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
レ
ク
シ
ョン
」開
催
〜

農林水産大臣賞を受賞した栁澤
源太郎氏（ＪＡ信州諏訪）のアルス
トロメリア「サンマリノ」

アレンジメント作りに
挑戦する小学生
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生
産
販
売
部

生
産
販
売
部

生
産
販
売
部

　
全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部
は
、
昨

年
₁₀
月
に
東
京
・
銀
座
に
オ
ー
プ
ン
し
た

長
野
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
銀
座
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
で
、
飯
綱
町
出
身
の
野
菜

ソ
ム
リ
エ
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
さ
ん
が
長
野
県
産

農
産
物
を
使
っ
た
特
別
レ
シ
ピ
を
紹
介
・

試
食
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
Ｋ

Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
の
冬
野
菜
d
e
美
人
レ
シ
ピ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
オ
ー
プ

ン
キ
ッ
チ
ン
で
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
さ
ん
が
作
る

料
理
を
見
学
し
た
後
に
試
食
を
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
の
1
月
₁₄
日
㈬
は
、
「
市
田

柿
」
を
使
っ
た
「
根
菜
の
パ
ス
タ
風
サ
ラ

ダ
〜
市
田
柿
の
ソ
ー
ス
〜
」
な
ど
４
品
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
調
理
せ
ず
に

そ
の
ま
ま
食
べ
る
市
田
柿
で
す
が
、
今
回

は
し
っ
か
り
と
手
を
か
け
、
且
つ
味
の
特

徴
が
表
現
さ
れ
た
贅
沢
な
一
品
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
「
市
田
柿
と
キ
ノ
コ
と
レ
ン

コ
ン
の
豆
腐
ク
リ
ー
ム
あ
え
」
は
、
豆
腐

に
加
え
た
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
風
味
に
市

田
柿
の
甘
み
が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
て
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
も
う
な
ず
く
味
で
し
た
。

　

第
２
回
目
は
１
月
₂₀
日
㈫
に
「
き
の

こ
」
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
４
品
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
「
き
の
こ
と
長
イ
モ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ニ
ン
ジ
ン
の
サ
ラ
ダ
〜
き
の
こ

の
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
〜
」
「
き
の
こ
の
は
ち
み
つ

生
姜
マ
リ
ネ
」
な
ど
、
寒
い
冬
に
ぴ
っ
た
り
の
レ

シ
ピ
で
し
た
。
「
き
の
こ
と
根
菜
の
ド
ラ
イ
カ

レ
ー
」
は
大
量
に
作
っ
て
冷
凍
保
存
で
き
る
た
め
、

忙
し
い
人
に
は
便
利
で
野
菜
も
た
く
さ
ん
摂
れ
る

一
品
で
し
た
。
開
催
が
食
事
時
で
あ
っ
た
た
め
メ

ニ
ュ
ー
も
考
慮
さ
れ
、
参
加
者
に
は
味
も
お
腹
も

大
満
足
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
２
回
と
も
「
り
ん
ご
三
兄
弟
」
の
ウ
ェ
ル
カ
ム

ジ
ュ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン

で
K
A
O
R
U
さ
ん
に
よ
る
料
理
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
見
学
、
試
食
、
当
日
の
食
材
の
組
み

合
わ
せ
の
特
徴
な
ど
楽
し
い
ト
ー
ク
、
そ
の
日
に

使
わ
れ
た
食
材
の
お
み
や
げ
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
し
た
。

　
会
場
に
は
、
本
県
産
の
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
等

も
飾
ら
れ
会
場
に
彩
を
添
え
ま
し
た
。
ま
た
１
階

の
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
で
は
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ

て
市
田
柿
や
き
の
こ
の
販
売
も
行
い
、
当
日
用
意

し
た
分
が
完
売
と
な
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

　
生
産
販
売
部
は
今
後
も
農
産
物
の
新
し
い
食
べ

方
を
提
案
し
、
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

野
菜
ソ
ム
リ
エ
K
A
O
R
U
の
冬
野
菜
d
e
美
人
レ
シ
ピ

〜
銀
座
N
A
G
A
N
O
か
ら
長
野
県
の
新
た
な
魅
力
を
発
信
〜

　
全
農
長
野
県
本
部
果
実
課
は
2
月
5
日
㈭
と
6
日
㈮
、

北
陸
新
幹
線
試
乗
会
の
参
加
者
に
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を
合

計
1
，
5
0
0
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
5
日
は
果
実
課
職
員
が
新
幹
線
に
乗
車
し
、「
信
州
産

リ
ン
ゴ
で
作
っ
た
無
調
整
の
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
で
す
」
と

紹
介
し
な
が
ら
、
参
加
者
に
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
「
長
野
の
リ
ン
ゴ
、
大
好
き
で
す
」「
う
れ
し
い
」

と
言
い
な
が
ら
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
長
野
駅
の
新
幹
線
ホ
ー
ム
で
は

県
内
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
お
出
迎
え

し
、「
信
州
力
」
も
参
加
し
ま
し
た
。

金
沢
か
ら
試
乗
列
車
で
到
着
し
た

参
加
者
は
、
停
車
時
間
の
₄₀
分
間

に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
写
真
撮
影
を
し

て
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　
北
陸
新
幹
線
の
開
業
は
社
会
的

に
も
関
心
が
高
く
、
全
国
的
な
報

道
に
よ
り
観
光
客
の
増
加
が
期
待

で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
を
商
機
と

捉
え
、
県
産
果
実
お
よ
び
加
工
品

の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
企
画
に

取
り
組
み
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
開
業
試
乗
会
で

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

加賀友禅を着たお客様と取材を受ける「信州力」 新幹線の到着を待つゆるキャラ

アルストロメリアで彩られた会場きのこと根菜のドライカレーを味わう参加者1月14日のメニュー
（右から、市田柿とキノコとレンコンの豆腐クリームあえ、根菜のパスタ風サラダ～市
田柿のソース～、市田柿のスイーツベジボール、市田柿とリンゴとながいものミルク）

1月23日に県庁で開かれた記者発表会の様子

　
全
農
長
野
県
本
部
生
産
販
売
部
は
、

3
月
7
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
す
る
駅
ビ

ル「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
長
野
」
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン「
長
野
県
長
寿
食
堂
」
に
、

長
野
県
産
野
菜
・
き
の
こ
・
果
実
を

無
償
提
供
し
ま
す
。

　
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
長
野
県
と

株
式
会
社
き
ち
り
が
、
食
を
通
じ
た

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
長
野
県
産
食

材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
健
康
長
寿
の

発
信
を
目
的
に
連
携
・
協
力
し
て
出

店
さ
れ
ま
す
。
長
野
県
は
野
菜
の
摂

取
量
が
全
国
第
一
位（
厚
生
労
働
省

　
平
成
₂₄
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

報
告
）
で
あ
り
、
野
菜
は
長
寿
を
支

え
る
食
事
に
欠
か
せ
な
い
と
の
考
え

か
ら
野
菜
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
展
開
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
料
理
研
究
家
の
横
山
タ
カ
子
氏
と

県
栄
養
士
会
の
監
修
に
よ
り
、
主
に

県
産
食
材
を
使
用
し
た
ご
飯・主
菜・

副
菜
・
汁
物
に
野
菜
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
が

セ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
提
供
す
る
青

果
物
は
、
生
は
も
ち
ろ
ん
蒸
し
た
り

茹
で
た
り
と
様
々
な
調
理
方
法
で

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ

ま
す
。

　
「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
長
野
」
は
長
野

駅
に
直
結
し
て
お
り
、
地
元
は
も
と

よ
り
観
光
客
の
皆
さ
ん
も
多
く
立
ち

寄
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
長

野
県
産
青
果
物
の
お
い
し
さ
を
実
感

し
て
い
た
だ
き
県
内
外
に
発
信
で
き

る
拠
点
と
し
て
期
待
で
き
ま
す
。

長
野
駅
ビ
ル
内
レ
ス
ト
ラ
ン
に
食
材
提
供
！

　
全
農
長
野
県
本
部
燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー

課
は
、
２
月
1
日
㈰
に
「
全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
長
野
県
本
部
ク
ミ
ア
イ
プ
ロ
パ
ン
松
本
セ
ン

タ
ー
（
略
称
／
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
ク
ミ
ア
イ
プ
ロ
パ

ン
松
本
セ
ン
タ
ー
）」
を
Ｊ
Ａ
中
信
会
館
内
に
開

設
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ

松
本
市
が
担
っ
て
い
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
小
売
事
業
を
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
小
売
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
承
継
し
ま
す
。

　

全
農
各
県
本
部
及
び
関
連
会
社
が
J
A
か
ら

L
P
ガ
ス
事
業
を
承
継
す
る
事
例
は
多
く
、
平
成

₂₆
年
6
月
末
時
点
で
全
国
で
は
₂₂
万
8
千
戸
に
の

ぼ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

電
力
・
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
改
革
や
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革

命
な
ど
に
よ
り
、
大
き
な
変
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
組
合
員
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識
も
、

省
エ
ネ
や
環
境
へ
の
配
慮
、
安
全
安
心
と
同
時
に

災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
、
政
府
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、「
可
搬
性
、
貯
蔵

の
容
易
性
に
利
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
時
の
国

民
生
活
、
産
業
活
動
を
支
え
る
と
と
も
に
、
緊
急

時
に
も
貢
献
で
き
る
分
散
型
の
ク
リ
ー
ン
な
ガ
ス

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
」
と
い
う
高
い
評
価

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
山
間
地
の
多
い
長

野
県
に
お
い
て
は
、
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
も

あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
強
み
を
最
大
限
に

活
か
し
、
環
境
変
化
に
対
応
し
て
、
Ｊ
Ａ
長
野
県

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
の
事
業
資
源
及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最

大
限
に
活
用
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
事
業
変
革
に
挑
戦
し
ま
す
。

 

▼
燃
料
・
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

Ｊ
Ａ
長
野
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

小
売
モ
デ
ル
事
業
が
ス
タ
ー
ト

〜
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
ク
ミ
ア
イ
プ
ロ
パ
ン
松
本
セ
ン
タ
ー・２
月
１
日
稼
動
〜

2月10日の開所式
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酪
農
課

総
務
広
報
課

　
全
農
長
野
県
本
部
酪
農
課
と
東
海
酪
農
業
協
同

組
合
連
合
会
は
、
１
月
₂₂
日
㈭
に
駒
ヶ
根
市
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
食
べ
る
牛
乳
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
管
理
栄
養
士
で
料
理
家
の
小
山
浩
子
氏
を
講
師

に
迎
え
、
長
野
県
学
校
保
健
会
栄
養
教
諭
・
学
校

栄
養
職
員
部
会
か
ら
中
南
信
地
域
の
₂₆
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
実
習
で
は
牛
乳
・
乳
製
品
・
県
産
食
材
を
使
い
、

「
ミ
ル
ク
豚
汁
」「
鯖
の
ミ
ル
ク
み
そ
煮
」「
鮭
の

ミ
ル
ク
ち
ら
し
寿
司
」「
ふ
わ
ふ
わ
が
ん
も
ど
き
」

「
ミ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
ど
ら
焼
き
」
の
５
品
を
調
理

し
ま
し
た
。
中
で
も
「
鯖
の
ミ
ル
ク
み
そ
煮
」
は
、

「
使
用
す
る
み
そ
（
塩
分
）
が
通

常
の
半
分
で
も
、
牛
乳
を
入
れ
る

こ
と
で
味
が
調
っ
て
お
い
し
い
」

と
好
評
で
し
た
。
ま
た
、「
鮭
の

ミ
ル
ク
ち
ら
し
寿
司
」
は
大
量
調

理
が
出
来
る
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
と

い
う
点
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

実
習
後
は
「『
乳
和
食
の
す
す

め
』
お
い
し
く
減
塩
」
と
い
う
演

題
で
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
料
理
へ
の
多
様
な
牛

乳
活
用
法
と
、
学
校
給
食
に
お
け
る
子
ど
も
へ
の

減
塩
の
必
要
性
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
県
内
の
給
食
で
課
題
に
な
っ
て

い
る
『
減
塩
』
に
つ
い
て
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
ま

し
た
」「
和
食
に
牛
乳
が
こ
れ
ほ
ど
活
用
で
き
る

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
」
な
ど
、
多
く
の
感
想
を
い

た
だ
き
、
今
後
の
学
校
給
食
で
牛
乳
を
取
り
入
れ

た
副
食
が
広
が
る
こ
と
に
期
待
を
持
て
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
い
つ
も
の
料
理
に
牛
乳
を
入
れ
る
こ

と
で
「
減
塩
し
て
も
お
い
し
い
レ
シ
ピ
」
を
広
め
、

牛
乳
の
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
は
2
月
₁₁
日（
水
・
祝
）
と
₁₄
日
㈯
、
長
野
市

の
善
光
寺
周
辺
で
開
催
さ
れ
た
「
第
₁₂
回
長
野
灯
明
ま
つ
り
」
で
き
の
こ

汁
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
、
T
P
P

交
渉
に
お
け
る
J
A
長
野
県
グ
ル
ー
プ
の
主
張
に
対
す
る
理
解
促
進
対
策
、

み
ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
周
知
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。
き
の

こ
汁
は
、
₁₁
日
は
J
A
な
が
の
、
₁₄
日
は
J
A
グ
リ
ー
ン
長
野
と
連
携
し
、

両
日
と
も
1
，
5
0
0
杯
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
夜
6
時
の
点
灯
に
合
わ
せ
て
多
く
の
人
が
会
場
に
繰
り
出
し
、
き
の
こ

汁
を
振
る
舞
う
テ
ン
ト
に
も
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。
列
に
並
ん
だ
方
に

T
P
P
交
渉
の
理
解
促
進
チ
ラ
シ
や
み
ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
、
理
解
と
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
き
の
こ
汁

は
「
体
が
温
ま
る
」「
き
の
こ
の
ダ
シ
が
出
て
と
て
も
お
い
し
い
」
と
好

評
で
、
１
時
間
半
で
終
了
し
ま
し

た
。
全
農
長
野
県
本
部
農
畜
産
物

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
信
州
力
」
と

写
真
を
撮
る
親
子
や
、「
こ
の
前
、

幼
稚
園
に
来
た
よ
ね
」
と
話
し
か

け
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
野
灯
明
ま
つ
り
内
の

イ
ベ
ン
ト「
雪
中
宝
探
し
」
の

J
A
長
野
県
特
別
賞
に
、
三
ツ
山

マ
ー
ク
の
ぶ
な
し
め
じ
、
え
の
き

た
け
、
信
州
力
グ
ッ
ズ
を
提
供
し
、

県
産
き
の
こ
の
消
費
拡
大
に
努
め

ま
し
た
。

減
塩
で
き
る
！
と
注
目
の「
乳
和
食
」

〜
学
校
給
食
関
係
者
を
対
象
に「
食
べ
る
牛
乳
セ
ミ
ナ
ー
」開
催
〜

県
産
き
の
こ
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て

〜
長
野
灯
明
ま
つ
り
で
き
の
こ
汁
の
振
る
舞
い
〜

畜
産
酪
農
部

畜
産
課

できあがった乳和食５品

長い列ができたJA長野県グループのテント

講師のデモンストレーションに見入る参加者

　
長
野
県
生
乳
生
産
販
売
委
員
会
青
年
部
会
と
Ｊ

Ａ
長
野
県
・
信
州
肉
牛
生
産
販
売
協
議
会
、
Ｊ
Ａ

長
野
県
・
信
州
ポ
ー
ク
生
産
販
売
協
議
会
、
全
農

長
野
県
本
部
畜
産
酪
農
部
は
、
１
月
₃₁
日
㈯
に
松

本
市
の
ぶ
ど
う
の
郷
山
辺
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
「
信
州

の
畜
産
・
酪
農
家
と
の
交
流
会
２
０
１
５
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
信
州
産
の
畜
産
・
酪
農
製
品
を
広

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
畜
産
酪
農
家
の
後
継
者

と
消
費
者
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で
開
い
た
も
の

で
、
生
産
者
、
消
費
者
、
関
係
者
の
₃₁
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
信
濃
町
で
酪
農
を
営
む
同
委
員
会
青
年
部
会
の

阿
部
智
和
会
長
は
「
若
い
生
産
者
が
集
ま
り
、
消

費
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
な
が
ら
、
信
州
産
の
畜

産
・
酪
農
や
そ
の
生
産
物
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い

機
会
で
す
。
ワ
イ
ン
と
一
緒
に
そ
の
お
い
し
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
き
、
我
々
の
仕
事
に
つ
い
て
も
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、
畜
産
酪
農
に
関
す
る
基
礎
知
識

の
ク
イ
ズ
、
パ
ネ
ル
に
よ
る
酪
農
・
肉
牛
・
養
豚

の
紹
介
、
信
州
産
１
０
０
％
原
料
の
畜
産
酪
農
品

の
展
示
等
を
行
い
、
信
州
の
畜
産
酪
農
を
紹
介
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
地
元
産
ブ
ド
ウ
で
仕
込
ん
だ

ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
、
信
州
牛
肉
の
ワ
イ
ン
煮

込
み
や
信
州
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
の
ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
、
信

州
産
牛
乳
を
使
用
し
た
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
堪
能
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
普
段
は
生
産
者
の
方
と
話
す
機
会

が
な
い
の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
信
州
産

の
中
に
も
色
々
な
種
類
の
畜
産
物
が
あ
る
と
聞
い

た
の
で
、
買
い
物
の
際
は
気
に
掛
け
た
い
」「
買

い
物
を
す
る
際
は
値
段
で
判
断
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
日
食
べ
た
お
肉
や
デ
ザ
ー
ト
が
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
信
州
産

に
注
目
し
て
買
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
今
後
も
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
安
全
安
心
な

畜
産
酪
農
製
品
を
お
届
け
し
、
長
野
県
の
畜

産
酪
農
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
取

組
み
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

お
い
し
い
畜
産
料
理
や
デ
ザ
ー
ト
で
和
や
か
に
交
流

〜「
信
州
の
畜
産・酪
農
家
と
の
交
流
会
２
０
１
５
」を
開
催
〜

信州産畜産・酪農品の料理を堪能した交流会

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
・
信
州
肉
牛
生
産
販
売
協
議
会
と
全
農
長
野
県
本
部
は
1

月
₂₉
日
㈭
、
戸
倉
上
山
田
温
泉
の
遊
子�

千
曲
館
で
、「
第
₄₀
回
肉
牛
を
育

て
る
女
性
の
集
い
」
を
開
き
ま
し
た
。
本
県
の
肉
用
牛
事
業
に
お
け
る
女

性
の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
女
性
相
互
間
の
情
報
交
換
と
連

帯
感
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
・
行
政
等
関
係

団
体
職
員
₇₃
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
長
野
県
農
政
部
園
芸
畜
産
課
の
市
川
祐
司
主
任
、
長
野
県

畜
産
試
験
場
酪
農
肉
用
牛
部
の
佐
藤
隆
主
任
研
究
員
、
当
県
本
部
畜
産
酪

農
部
の
東
條
博
之
技
術
審
議
役
が
講
師
を
つ
と
め
、「
和
牛
に
お
け
る
Ｅ

Ｔ
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
飯
島
千
鶴
氏（
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
）
と
大
瀬
仁
子
氏（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
を
お
招
き
し
、
研
修
会

終
了
後
に
は
演
奏
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
生
産
者
か
ら
は

「
年
1
回
の
女
性
だ
け
の
集
ま

り
で
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
今
日
一
日
は
仕
事
を
忘
れ
、

ゆ
っ
く
り
と
毎
日
の
疲
れ
を
癒

し
た
い
」
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
当
協
議
会
は
長
野
県

の
畜
産
事
業
発
展
の
た
め
、
地

域
を
越
え
て
連
帯
感
を
強
め
ら

れ
る
よ
う
、
研
修
会
等
を
開
催

し
て
い
き
ま
す
。

地
域
を
超
え
た
連
帯
感
を
醸
成

〜
第
₄₀
回
肉
牛
を
育
て
る
女
性
の
集
い
〜

講義に耳を傾ける参加者
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総
務
広
報
課

　
３
月
号
の
編
集
中
、
長
野
市
内
で

は
「
善
光
寺
灯
明
祭
り
」
が
あ
り
ま

し
た
。
当
県
本
部
で
も
、
き
の
こ
鍋

の
振
る
舞
い
を
行
い
、
き
の
こ
の
Ｐ

Ｒ
と
、
祭
り
の
盛
り
上
げ
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
の
き
の
こ
鍋
の
振
る

舞
い
に
は
、
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
信
州
力
」
の
着
ぐ
る
み
出
動
が
殆

ど
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
松
本

市
の
「
ア
ル
ウ
ィ
ン
」
で
も
、
子
供

や
女
性
が
「
信
州
力
」
に
抱
き
つ
い

た
り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、

結
構
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
巷
で
は
様
々
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

出
て
は
消
え
て
い
き
ま
す
。
一
般
的

に
、
商
品
や
企
業
と
の
関
連
付
が
定

着
す
る
ま
で
メ
ジ
ャ
ー
に
な
る
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
極
一
部
の
よ
う
で
す
。

さ
て
さ
て
、
「
信
州
力
」
は
ど
こ
ま

で
メ
ジ
ャ
ー
に
育
つ
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ジ
バ
ニ
ャ
ン
」
と
「
ひ
こ
に
ゃ

ん
」
、
全
く
関
係
な
い
こ
と
を
最
近

に
な
っ
て
理
解
し
た
Ｎ
で
し
た
。
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3月の動き▶
企 画 課 ◦子会社等臨時株主総会

3月18日㈬　JA長野県ビル

総　 務
広 報 課

◦地区別総代会議（関東・甲信越）
3月5日㈭　東京都内

◦会員会議
3月27日㈮　JA長野県ビル

人 事 課

◦定年退職者辞令交付式
3月31日㈫　JA長野県ビル

◦新採用職員入会式
4月1日㈬　JA長野県ビル

営 農
センター

◦第9回ＪＡグループ国産農畜産物商談会
3月10日㈫～11日㈬　東京国際フォーラム

米 穀 課 ◦上諏訪街道　春の呑みあるき
3月28日㈯　諏訪市

果 実 課

（JA長野県農産物PR協議会）�
◦「ふるさとの食にっぽんの食」
　全国フェスティバル
3月7日㈯～8日㈰　東京都内

A･コープ
事 業 部

◦ひなまつり特集
2月27日㈮～3月1日㈰　Ａ・コープ各店舗
ごちそうメニュー各種ご奉仕いたします。

◦「Ａ・コープご愛顧感謝祭」
3月1日㈰～30日㈪　Ａ・コープ各店舗

◦全国有名弁当まつり
3月14日㈯　Ａ・コープ各店舗
全国の有名駅弁・空弁などが大集合

◦「春のお彼岸特集」
　～ポイント２倍サービスデー～
3月20日㈮～22日㈰　Ａ・コープ各店舗
切花をはじめお彼岸商品大放出！！

◦「Ａ・コープご愛顧感謝祭」
　～ポイント２倍サービスデー～
3月27日㈮～30日㈪　Ａ・コープ各店舗
決算価格にてご奉仕いたします。

3月31日㈫と4月1日㈬は、全店舗お休みをい
ただきます。

管理部人事課　浦野 ・ 神山（ごうやま）
〒３８０-８６１４ 長野市大字南長野北石堂町１１７７番地３
TEL026-236-2160　E-mail nn-jinji@nn.zennoh.or.jp

お問い合わせ先

応募方法など詳細が決まり次第ホームページ等でお知らせいたします。

http://www.nn.zennoh.or.jp/

2016年度
新採用職員募集

明日の食と農を支えるチカラ
募集します。

　
全
農
長
野
県
本
部
は
、
1
月
₃₁
日

㈯
か
ら
2
月
3
日
㈫
に
長
野
市
の
エ

ム
ウ
ェ
ー
ブ
と
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で
開

催
さ
れ
た
「
第
₃₅
回
全
国
中
学
校
ス

ケ
ー
ト
大
会
」
に
協
賛
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
歴
代
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
を
は
じ
め
現
在
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
選
手
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
会
場
の
エ
ム
ウ
ェ
ー
ブ
と
ビ
ッ

グ
ハ
ッ
ト
は
世
界
の
ト
ッ
プ
選
手
が

参
加
す
る
大
会
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、

中
学
生
に
と
っ
て
憧
れ
の
リ
ン
ク
で

す
。

　
当
県
本
部
は
、
両
会
場
の
リ
ン
ク

に
「
僕
ら
は
お
い
し
い
応
援
団
」
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
入
っ
た
バ
ナ
ー
掲

出
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
広
告
掲
載
、

大
会
の
模
様
が
放
映
さ
れ
た
テ
レ
ビ

番
組
に
Ｃ
Ｍ
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
当
県
本
部
は
こ
れ
か
ら
も
、
食
を

通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
応
援
し
て
い
き

ま
す
。 憧

れ
の
リ
ン
ク
で

ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
！

〜
第
₃₅
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
に
協
賛
〜

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 15,390 89 91 

果 実 33,368 105 104 

野 菜 花 き 64,913 108 102 

野菜種苗センター 173 96 101 

き の こ 18,731 92 100 

営 業 12,611 100 103 

生 産 販 売 部 計 145,186 102 101 

包 装 資 材 7,563 91 90 

生 産 資 材 10,713 111 90 

農 業 機 械 5,370 93 84 

施 設 住 宅 2,856 128 70 

生 産 購 買 部 計 26,502 102 86 

畜 産 10,434 111 104 

三 岳 平 谷 牧 場 219 118 115 

SPF繁殖センター 232 99 104 

酪 農 14,970 110 104 

八 ヶ 岳 牧 場 224 88 98 

畜 産 酪 農 部 計 26,080 110 104 

燃料・ホームエネルギー 25,824 100 91 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 10,053 104 96 

生 活 11,699 99 98 

生 活 部 計 47,576 100 94 

Ａ・コープ事業部計 26,649 102 102 

長 野 県 本 部 計 271,993 103 98 

平成26年度1月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況

(単位:百万円,％)

ロゴマークの入ったバナーが掲出されたビッグハット（左）とエムウェーブ（右）
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JA全農長野ホームページ� http://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JAタウン」� http://www.ja-town.com




